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(57)【要約】
【課題】１つの撮像素子で観察対象部位の撮像および測
定対象部位の分光測定を容易に行うことが可能な光学ユ
ニットおよび内視鏡装置を提供する。
【解決手段】光学ユニット１３５は、観察対象部位の撮
像光を受光する撮像領域１５４（第１受光領域）、およ
び測定対象部位の放射光を受光する分光領域１５２（第
２受光領域）が同一受光面上に形成された撮像素子１５
０と、撮像領域１５４に撮像光を導光する撮像光学系１
８０と、分光領域１５２に放射光を導光する分光光学系
１６０と、撮像光学系１８０および分光光学系１６０を
観察対象部位に対して並列になるように収容する筐体１
９０とを備える。撮像光学系１８０の光路上には、通過
する光束の面積を制限する開口部１８２ａを有する遮光
マスク１８２が配置されている。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　体内管腔の観察対象部位の撮像光および当該体内管腔の測定対象部位の放射光を受光す
る光学ユニットであって、
　前記観察対象部位の撮像光を受光する第１受光領域、および前記測定対象部位の放射光
を受光する第２受光領域が同一受光面上に形成された撮像素子と、
　前記第１受光領域に前記撮像光を導光する撮像光学系と、
　前記第２受光領域に前記放射光を導光する分光光学系と、
　前記撮像光学系および前記分光光学系を、前記観察対象部位に対して並列になるように
収容する筐体と、
　を備え、
　前記撮像光学系の光路上には、通過する光束の面積を制限する開口部を有する遮光マス
クが配置されている光学ユニット。
【請求項２】
　前記撮像光学系は、１枚の対物レンズ又は複数枚のレンズからなる対物光学系を有して
おり、該対物レンズ又は対物光学系の焦点位置に前記遮光マスクが配置されている請求項
１に記載の光学ユニット。
【請求項３】
　前記撮像素子はモノクロタイプの撮像素子である請求項１又は請求項２に記載の光学ユ
ニット。
【請求項４】
　請求項１又は２に記載の光学ユニットを有する内視鏡本体と、
　前記内視鏡本体に接続され、前記第１受光領域で撮像された前記観察対象部位の撮像デ
ータを処理し、前記第２受光領域で分光測定された前記測定対象部位の分光測定データを
処理する内視鏡プロセッサーと、
　を備える内視鏡装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光学ユニットおよび内視鏡装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　体内管腔の観察対象部位を撮像するだけでなく、測定対象部位に励起光を照射すること
で測定対象部位から放射される放射光である自家蛍光を分光してそのスペクトルデータの
取得（測定対象部位の分光測定）が可能な内視鏡装置が知られている。
【０００３】
　かかる内視鏡装置において、観察対象部位の撮像に用いる撮像素子（例えばＣＣＤ（Ｃ
ｈａｒｇｅ　Ｃｏｕｐｌｅｄ　Ｄｅｖｉｃｅ））を測定対象部位の分光測定にも用いるこ
とが、例えば特許文献１に記載されている。
【０００４】
　特許文献１に記載の内視鏡装置では、撮像素子の受光面が撮像用および分光測定用の２
つの領域に分けられている。そして、分光測定用領域を構成する個々のサブ領域に異なる
波長の蛍光を入射させるように構成されたフィルターが、分光測定用領域を覆って配置さ
れている。この分光目的のフィルター（以下、「分光フィルター」という）は、個々のサ
ブ領域に合わせて千鳥格子状に複数の微小区域に分けられている。例えば、あるサブ領域
に対応する区域では３５０±２．５［ｎｍ］の光が透過され、その隣のサブ領域に対応す
る区域では３５５±２．５［ｎｍ］の光が透過される。このように、この分光フィルター
は、一定幅の波長帯を有する蛍光を５［ｎｍ］刻みで分光し、各分割波長帯の蛍光を、撮
像素子に設けられた分光測定用領域内の別々のサブ領域に入射させる。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００５－１８５５１３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　特許文献１に記載の技術では、自家蛍光の特定の波長について強度を得る（分光する）
ため、細かく分割されている波長領域毎のバンドパスフィルターを撮像素子の上に直接貼
り付け、各バンドパスフィルターを通して得られた蛍光の強度から、波長領域毎の蛍光の
強度、すなわちスペクトル分布を得ていた。しかしながら、波長領域が細かく分かれてい
るバンドパスフィルターを製造することは非常に困難である。また、製造できたとしても
、各バンドパスフィルターを、各波長領域に対応した撮像素子上の画素に実装することは
技術的に非常に難しい。また、特許文献１に記載される電子内視鏡装置では、一つのレン
ズを測定と撮像とで共用するとともに、ビームスプリッタ及び全反射ミラーによって、内
視鏡の長手方向に順に並べた測定領域と撮像領域とにそれぞれ測定光と撮像光とを入射さ
せるようにしている。しかしながら、ビームスプリッタを用いて蛍光を測定領域に導くと
蛍光の光量をロスしやすく、微弱な蛍光の測定には不利である。また、特定波長の蛍光の
みを反射し、その他の波長域の光を透過するような性能を持つビームスプリッタを作製す
るのは難易度が高くコストアップに繋がりやすい。さらに、一部の蛍光がビームスプリッ
タを通過し、全反射ミラーによって反射された後、撮像領域ではなく測定領域に入射して
しまう可能性もある。
【０００７】
　本発明は、上記従来技術の問題点を解消し、１つの撮像素子で観察対象部位の撮像およ
び測定対象部位の分光測定を容易に行うことが可能な光学ユニットおよび内視鏡装置を提
供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明に係る光学ユニットは、
　体内管腔の観察対象部位の撮像光および当該体内管腔の測定対象部位の放射光を受光す
る光学ユニットであって、
　前記観察対象部位の撮像光を受光する第１受光領域、および前記測定対象部位の放射光
を受光する第２受光領域が同一受光面上に形成された撮像素子と、
　前記第１受光領域に前記撮像光を導光する撮像光学系と、
　前記第２受光領域に前記放射光を導光する分光光学系と、
　前記撮像光学系および前記分光光学系を、前記観察対象部位に対して並列になるように
収容する筐体と、
　を備え、
　前記撮像光学系の光路上には、通過する光束の面積を制限する開口部を有する遮光マス
クが配置されている。
　本発明に係る内視鏡装置は、
　上記光学ユニットを有する内視鏡本体と、
　前記内視鏡本体に接続され、前記第１受光領域で撮像された前記観察対象部位の撮像デ
ータを処理し、前記第２受光領域で分光測定された前記測定対象部位の分光測定データを
処理する内視鏡プロセッサーと、
　を備える。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、１つの撮像素子で観察対象部位の撮像および測定対象部位の分光測定
を容易に行うことが可能な光学ユニットおよび内視鏡装置を提供することができる。
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【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本実施の形態における内視鏡装置の構成を示す図である。
【図２】本実施の形態における挿入部の先端部の構成を示す図である。
【図３】本実施の形態における挿入部の内部構成を示す図である。
【図４】本実施の形態における撮像および分光測定動作を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本実施の形態を図面に基づいて詳細に説明する。
［内視鏡装置１０の構成］
　図１に示す内視鏡装置１０は、内視鏡本体１００および内視鏡プロセッサー２００を備
える。内視鏡本体１００は、体内管腔に導入可能に形成された可撓性を有する長尺の挿入
部１１０と、挿入部１１０の基端部１１０ａに設けられた操作部１２０と、操作部１２０
を介して挿入部１１０と内視鏡プロセッサー２００とを通信可能に接続するケーブル１３
０とを備える。
【００１２】
　挿入部１１０は、管腔内部を進入する際に管腔の湾曲に応じて容易に湾曲可能な可撓性
を、挿入部１１０の略全長にわたって有する。また、挿入部１１０は、操作部１２０のノ
ブ１２０ａの操作に従って先端部１１０ｂ側の一定範囲（操作可能部１１０ｃ）を任意の
角度で湾曲させることができる機構（図示せず）を有する。
【００１３】
　挿入部１１０の先端部１１０ｂには、図２に示すように、第１照明窓１１１、第２照明
窓１１２、第１観察窓１１３、第２観察窓１１４および鉗子チャンネル１１５が配設され
ている。
【００１４】
　第１照明窓１１１は、例えば対物レンズであり、内視鏡プロセッサー２００から導光さ
れた照明光を体内管腔の観察対象部位に照射する。第２照明窓１１２は、例えば対物レン
ズであり、内視鏡プロセッサー２００から導光された励起光を体内管腔の測定対象部位に
照射する。
【００１５】
　第１観察窓１１３は、第１照明窓１１１から観察対象部位に照明光が照射された場合、
観察対象部位からの反射光を撮像光として取り込む。第１観察窓１１３は、例えば、１枚
の対物レンズ又は複数枚のレンズからなる対物光学系である。第２観察窓１１４は、第２
照明窓１１２から測定対象部位に励起光が照射された場合、測定対象部位からの反射光お
よび励起光を照射した結果として測定対象部位から放射される放射光である自家蛍光を受
光光として取り込む。第２観察窓１１４は、例えば、１枚の対物レンズ又は複数枚のレン
ズからなる対物光学系である。
【００１６】
　鉗子チャンネル１１５は、操作部１２０に形成された導入口１２０ｂと連通するように
挿入部１１０に形成された内腔である。鉗子チャンネル１１５には、病変部の観察、病変
部の診断および病変部の手術等を行うための様々な機器を挿通することができる。
【００１７】
［挿入部１１０の内部構成］
　次に、図３（ａ），（ｂ）を参照し、挿入部１１０の内部構成について説明する。図３
（ｂ）は、挿入部１１０の内部に設けられた主要構成（分光光学系１６０、撮像光学系１
８０および撮像素子１５０）を概略的に示す図である。
【００１８】
　挿入部１１０は、第１照明窓１１１、第２照明窓１１２、鉗子チャンネル１１５、照明
光ファイバー１４０、励起光ファイバー１４２および光学ユニット１３５を有する。
【００１９】
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　照明光ファイバー１４０は、挿入部１１０内に収容された１本の光ファイバーまたは複
数本の光ファイバーの束であり、内視鏡プロセッサー２００内で生成された照明光を挿入
部１１０の先端部１１０ｂ近傍まで導光する。照明光ファイバー１４０の端面は第１照明
窓１１１に対向して配置されているため、照明光ファイバー１４０から射出された照明光
は、第１照明窓１１１を介して体内管腔の観察対象部位に照射される。
【００２０】
　励起光ファイバー１４２は、挿入部１１０内に収容された１本の光ファイバーまたは複
数本の光ファイバーの束であり、内視鏡プロセッサー２００内で生成された励起光を挿入
部１１０の先端部１１０ｂ近傍まで導光する。励起光ファイバー１４２の端面は第２照明
窓１１２に対向して配置されているため、励起光ファイバー１４２から射出された励起光
は、第２照明窓１１２を介して体内管腔の測定対象部位に照射される。
【００２１】
　観察対象部位または測定対象部位に対して照明光または励起光が照射されたときの観察
対象部位または測定対象部位からの光は、光学ユニット１３５を通過することで、挿入部
１１０に受光される。
【００２２】
　光学ユニット１３５は、ＣＣＤやＣＭＯＳ（Ｃｏｍｐｌｅｍｅｎｔａｒｙ　Ｍｅｔａｌ
　Ｏｘｉｄ　Ｓｅｍｉｃｏｎｄｕｃｔｏｒ）イメージセンサからなる撮像素子１５０と、
分光光学系１６０と、撮像光学系１８０と、分光光学系１６０および撮像光学系１８０を
観察対象部位に対して並列になるように収容する例えば樹脂性の筐体１９０とを備える。
【００２３】
　分光光学系１６０は、励起光の照射によって測定対象部位から発せられる自家蛍光を分
光して撮像素子１５０の分光領域１５２（第２受光領域）に導光する。
【００２４】
　撮像光学系１８０は、照明光の照射によって観察対象部位から発せられた撮像光を撮像
素子１５０の撮像領域１５４（第１受光領域）に導光する。
【００２５】
　分光光学系１６０は、第２観察窓１１４、バンドパスフィルター１６２、スリット１６
４、コリメートレンズ１６６、回折格子１６８および集光レンズ１７０を有する。
【００２６】
　第２観察窓１１４は、励起光の照射によって測定対象部位から発せられる受光光（反射
した励起光および自家蛍光）を集光する。
【００２７】
　バンドパスフィルター１６２は、特定波長の光のみを透過し、それ以外の光を反射する
特性を有する光学フィルターである。このようなフィルターを設けることにより、不要な
光成分を除去することができる。本実施の形態では、バンドパスフィルター１６２は、第
２観察窓１１４により集光された受光光のうち、測定対象となる自家蛍光のみを透過させ
る。
【００２８】
　スリット１６４は、矩形状に形成されており、回折格子１６８に入射させる光の幅を調
整する。
【００２９】
　コリメートレンズ１６６は、スリット１６４からの光束を略平行な光束に変換する。
【００３０】
　回折格子１６８は、透過型の回折格子であり、コリメートレンズ１６６を通過した光を
各波長に分解（分光）して集光レンズ１７０に向け射出する。
【００３１】
　集光レンズ１７０は、回折格子１６８により分光された各波長の光を集光して撮像素子
１５０の分光領域１５２に射出する。
【００３２】



(6) JP 2014-46075 A 2014.3.17

10

20

30

40

50

　撮像光学系１８０は、第１観察窓１１３、遮光マスク１８２および集光レンズ１８４を
有する。
【００３３】
　第１観察窓１１３は、照明光の照射によって観察対象部位から発せられる撮像光を集光
する。
【００３４】
　遮光マスク１８２は、黒色などの不透明材料からなる枠体であり、撮像光学系１８０の
光路上において例えば第１観察窓１１３の焦点位置に配置されている。遮光マスク１８２
には、通過する光束の面積を制限する四角形状の開口部１８２ａが設けられている。開口
部１８２ａの面積は、図３（ｂ）に示すように、レンズ（第１観察窓１１３、集光レンズ
１８４）の形状および焦点位置、レンズ製造における公差、撮像光学系１８０の組み立て
公差等を考慮し、集光レンズ１８４を通過した光が届く範囲（光線到達領域Ａ）が撮像素
子１５０の分光領域１５２に達しないように設計されている。なお、開口部１８２ａの形
状は、円形状、四角形以外の多角形状等の任意形状でも良い。要は、撮像光学系１８０に
入射した光が分光領域１５２に到達するのを防止できる形状であれば良い。
【００３５】
　集光レンズ１８４は、遮光マスク１８２を通過した撮像光を集光して撮像素子１５０の
撮像領域１５４に射出する。
【００３６】
　本実施の形態においては、撮像光学系１８０および分光光学系１６０が、観察対象部位
に対して並列に配置されており、それぞれが独立して導光を行うため、ビームスプリッタ
などの光学的分離素子を介することなく撮像素子１５０へと導光することができる。従っ
て、測定対象部位から放射される放射光がビームスプリッタでロスすることが回避され、
微弱な蛍光の測定に有利である。また、ビームスプリッタのような光学的分離素子が不要
であり、構成が簡素化されコストアップも抑制することができる。なお、本実施の形態に
おいて、分光を行う回折格子１６８は、透過型であるが、反射型であっても良い。また、
分光を行う光学素子として、回折格子１６８の代わりにプリズムを使用しても良い。また
、光の幅を調整する光学素子として、スリット１６４の代わりにピンホールを使用しても
良い。
【００３７】
　撮像素子１５０は、回路基板１５６上に設けられ、分光領域１５２及び撮像領域１５４
における各画素上にカラーフィルタが設けられていないモノクロタイプのものである。撮
像素子１５０では、四角形状の分光領域１５２および撮像領域１５４が同一受光面上に形
成されている。撮像素子１５０は、撮像光学系１８０を通過した撮像光および、分光光学
系１６０を通過した自家蛍光が何れも受光面１５０ａに入射して受光面１５０ａ上で結像
されるように、配置されている。撮像素子１５０は、結像された光を光電変換することに
よって画像情報や測定情報を表す電気信号を得る。生成された電気信号は、内視鏡プロセ
ッサー２００内へ伝送される。
【００３８】
　ここで、撮像光学系１８０を通過した撮像光は、分光されずに、受光面１５０ａに設け
られた撮像領域１５４に入射する。よって、撮像領域１５４に入射した撮像光から得られ
る画像信号（以下、「撮像信号」という）は、照明光が照射された観察対象部位の像を表
すものであり、観察対象部位の画像または映像の表示に用いることができる。一方、分光
光学系１６０を通過した自家蛍光は、分光された上で、受光面１５０ａに設けられた分光
領域１５２において波長成分毎に異なる位置に結像される。つまり、分光領域１５２を構
成する各画素は、自家蛍光を波長成分毎の強度として検出することができる。よって、分
光領域１５２に入射した自家蛍光から得られる測定信号（以下、「分光測定信号」という
）は、自家蛍光のスペクトルを表すものであり、測定対象部位からの自家蛍光のスペクト
ルデータ取得に用いることができる。
　なお、後述するように、撮像には白色光などの広帯域の波長光を照明光として用いる。
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自家蛍光の測定の際に、撮像用の照明光が入射すると、正確な測定を行うことができない
ので、測定時には照明光は消灯する。照明光を消灯した状態で、励起光を照射すると、分
光光学系１６０だけでなく撮像光学系１８０にも放射光（ここでは自家蛍光）が入射する
。撮像光学系１８０に入射した放射光が分光領域１５２に侵入すると、測定データが不正
確になる恐れがある。これを防止するために撮像光学系１８０よりも先端側にシャッタを
設けることも考えられるが、コストアップや構成の複雑化・大型化に繋がる。そこで、本
実施形態においては、撮像光学系１８０の光路上に、通過する光束の面積を制限する開口
部を有する遮光マスク１８２を配置することにより、撮像光学系１８０よりも先端側にシ
ャッタを設けることなく、撮像光学系１８０に入射した放射光が分光領域１５２に侵入す
るのを防止している。
【００３９】
　なお、撮像領域１５４は、分光領域１５２と比べて、できるだけ広い方が望ましく、分
光領域１５２を構成する画素は最低１ラインあれば良い。ただし、分光測定の対象となる
自家蛍光の強度が弱い場合には、分光領域１５２を構成する画素のライン数を増やすこと
で分光領域１５２全体の感度を上げることが望ましい。
【００４０】
［内視鏡プロセッサー２００の構成］
　次に、内視鏡プロセッサー２００の構成について説明する。内視鏡プロセッサー２００
は、制御部２１０、メモリ２１２、光源部２２０、分光解析部２３０および画像処理部２
４０を備える。内視鏡プロセッサー２００には、入力装置３００およびモニター４００が
接続されている。
【００４１】
　入力装置３００は、内視鏡プロセッサー２００に対するユーザーの指示を入力する。本
実施の形態では、入力装置３００は、例えば、キーボード、マウスまたはスイッチ等によ
り構成される。モニター４００は、例えば液晶ディスプレイ等であり、内視鏡プロセッサ
ー２００から出力された画像データを入力して各種画像を表示する。
【００４２】
　制御部２１０は、内視鏡プロセッサー２００の各ブロックの動作を制御する。
【００４３】
　光源部２２０は、照明光光源２２２および励起光光源２２４を備える。照明光光源２２
２は、内視鏡プロセッサー２００の起動後、体内管腔の観察観察対象部位（例えば病変部
）を照らす画像撮影モードの実行指示が入力装置３００に入力された場合、観察用の照明
光を発光する。照明光光源２２０としては、白色光などの広帯域の光を発生するものを用
いる。内視鏡本体１００の挿入部１１０は、体内管腔に導入されている場合、照明光光源
２２２から発光された照明光を導光し、観察対象部位へ出射する。
【００４４】
　励起光光源２２４は、体内管腔の測定対象部位（例えば病変部）を検査する分光測定モ
ードの実行指示が入力装置３００に入力された場合、キセノン光等の光源を発光させ、バ
ンドパスフィルター等により特定の波長の励起光を得るものである。内視鏡本体１００の
挿入部１１０は、体内管腔に導入されている場合、励起光光源２２４から発光された励起
光を導光し、測定対象部位へ出射する。
【００４５】
　分光解析部２３０は、内視鏡本体１００の挿入部１１０（撮像素子）から伝送された分
光測定信号に基づいて、体内管腔の測定対象部位における病変の有無や種類について解析
する。そして、制御部２１０は、解析結果を示す解析結果画像データをモニター４００に
出力することによって、解析結果画像をモニター４００に表示させる。ユーザーは、モニ
ター４００に表示された解析結果画像を見ることによって、病変の広がりや病気の程度を
評価することができる。
【００４６】
　メモリ２１２は、内視鏡プロセッサー２００に内蔵されたＨＤＤ（Ｈａｒｄ　Ｄｉｓｋ
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　Ｄｒｉｖｅ）等の記憶装置である。メモリ２１２は、制御部２１０による解析結果等を
記憶する。なお、メモリ２１２は、内視鏡プロセッサー２００に内蔵されたものでなくて
も良く、例えば内視鏡プロセッサー２００に外付けされたものであっても良いし、あるい
は通信ネットワーク上に存在するものであっても良い。
【００４７】
　画像処理部２４０は、内視鏡本体１００の挿入部１１０（撮像素子）から撮像信号を受
信し、この撮像信号に対して所定の信号処理を行う。制御部２１０は、処理後の信号を内
視鏡映像信号としてモニター４００に出力する。これにより、体内管腔の観察対象部位が
撮像されると、内視鏡映像信号に基づく内視鏡映像がモニター４００の画面上に表示され
る。
【００４８】
［内視鏡装置１０における撮像および分光測定動作］
　次に、図４のフローチャートを参照し、内視鏡装置１０における撮像および分光測定動
作を説明する。図４のステップＳ１００は、体内管腔の観察観察対象部位を照らす画像撮
影モードの実行指示が入力装置３００に入力されることによって開始する。
【００４９】
　まず、照明光光源２２２は、観察用の照明光を発光する（ステップＳ１００）。照明光
光源２２２から発光された照明光は、内視鏡本体１００の挿入部１１０を介して、観察対
象部位へ出射される。次に、画像処理部２４０は、内視鏡本体１００の挿入部１１０（撮
像素子）から撮像信号を受信し、この撮像信号に対して所定の信号処理を行う（ステップ
Ｓ１２０）。
【００５０】
　次に、制御部２１０は、処理後の信号を内視鏡映像信号としてモニター４００に出力す
ることによって、内視鏡映像信号に基づく内視鏡映像がモニター４００の画面上に表示さ
せる（ステップＳ１４０）。次に、制御部２１０は、体内管腔の測定対象部位を検査する
分光測定モードの実行指示が入力装置３００に入力されたか否かについて判定する（ステ
ップＳ１６０）。この判定の結果、分光測定モードの実行指示が入力されていない場合（
ステップＳ１６０、ＮＯ）、処理はステップＳ１２０の前に戻る。
【００５１】
　一方、分光測定モードの実行指示が入力された場合（ステップＳ１６０、ＹＥＳ）、照
明光光源２２２は、照明光の発光動作を終了する（ステップＳ１８０）。次に、励起光光
源２２４は、励起光を発光する（ステップＳ２００）。励起光光源２２４から発光された
励起光は、内視鏡本体１００の挿入部１１０を介して、測定対象部位へ出射される。
【００５２】
　次に、分光解析部２３０は、内視鏡本体１００の挿入部１１０（撮像素子）から伝送さ
れた分光測定信号に基づいて、管腔内の測定対象部位における病変の有無や種類について
解析する（ステップＳ２２０）。次に、制御部２１０は、解析結果を示す解析結果画像デ
ータをモニター４００に出力することによって、解析結果画像をモニター４００に表示さ
せる（ステップＳ２４０）。
【００５３】
　次に、制御部２１０は、ステップＳ２００における励起光の発光後、所定時間（例えば
、数秒間）が経過したか否かについて判定する（ステップＳ２６０）。この判定の結果、
所定時間が経過していない場合（ステップＳ２６０、ＮＯ）、処理はステップＳ２２０の
前に戻る。
【００５４】
　一方、所定時間が経過した場合（ステップＳ２６０、ＹＥＳ）、励起光光源２２４は、
励起光の発光動作を終了する（ステップＳ２８０）。その後、処理はステップＳ１００の
前に戻り、内視鏡プロセッサー２００の動作モードは、分光測定モードから画像撮影モー
ドに遷移する。
【００５５】
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［本実施の形態における効果］
　以上詳しく説明したように、本実施の形態における光学ユニット１３５は、観察対象部
位の撮像光を受光する撮像領域１５４（第１受光領域）、および測定対象部位の自家蛍光
を受光する分光領域１５２（第２受光領域）が同一受光面上に形成された撮像素子１５０
と、撮像領域１５４に撮像光を導光する撮像光学系１８０と、分光領域１５２に自家蛍光
を導光する分光光学系１６０と、撮像光学系１８０および分光光学系１６０を観察対象部
位に対して並列になるように収容する筐体１９０とを備える。
【００５６】
　このように構成した本実施の形態によれば、自家蛍光を分光する手段として分光光学系
１６０を用いることにより、細かく分割されている波長領域毎のバンドパスフィルターを
撮像素子１５０の上に貼り付けることなく、測定対象部位からの自家蛍光のスペクトルデ
ータを取得することができる。よって、１つの撮像素子１５０で観察対象部位の撮像およ
び測定対象部位の分光測定を容易に行うことができる。
【００５７】
　また、本実施の形態によれば、撮像光学系１８０の光路上には、通過する光束の面積を
制限する開口部１８２ａを有する遮光マスク１８２が配置されている。この構成により、
集光レンズ１８４を通過した光が届く範囲（光線到達領域）が撮像素子１５０の分光領域
１５２に達することがなくなり、励起光を照射したときに、測定対象部位から放射される
放射光の一部が撮像光学系１８０を介して分光領域１５２に入射してしまい、測定対象部
位の分光測定に悪影響を及ぼしてしまうことを防止することができる。
【００５８】
［変形例］
　なお、上記実施の形態では、撮像素子１５０は、モノクロタイプである例について説明
したが、本発明はこれに限定されない。例えば、撮像素子１５０は、その撮像領域１５４
上にカラーフィルター（図示せず）を貼り付けられたカラータイプであっても良い。但し
、この場合は、分光領域１５２はカラーフィルタの光透過特性を事前に把握しておき、放
射光の強度が正しくなるように換算することが好ましい。
【００５９】
　また、上記実施の形態では、励起光光源２２４は、励起光の発光後、所定時間が経過し
た場合に励起光の発光動作を終了する例について説明したが、本発明はこれに限定されな
い。例えば、励起光光源２２４は、励起光の発光後、撮像素子１５０の分光領域１５２に
おいて所定光量以上の自家蛍光が受光された場合、または、ユーザーにより分光測定モー
ドの終了指示が入力装置３００に入力された場合に励起光の発光動作を終了しても良い。
【００６０】
　また、上記実施の形態では、挿入部１１０は、照明光ファイバー１４０および励起光フ
ァイバー１４２を有する例について説明したが、本発明はこれに限定されない。例えば、
挿入部１１０は、照明光ファイバー１４０および励起光ファイバー１４２の機能を兼ねる
１つの光ファイバーを有しても良い。この場合、第１照明窓１１１および第２照明窓１１
２の機能を兼ねる１つの照明窓を設置しても良い。
【００６１】
　なお、本実施の形態においては、放射光が自家蛍光であるものとして説明したが、必ず
しもこれに限るものではなく、散乱光など他の放射光を用いて測定するものであってもよ
い。
　その他、上記実施の形態は、何れも本発明を実施するにあたっての具体化の一例を示し
たものに過ぎず、これらによって本発明の技術的範囲が限定的に解釈されてはならないも
のである。すなわち、本発明はその要旨、またはその主要な特徴から逸脱することなく、
様々な形で実施することができる。
【符号の説明】
【００６２】
　１０　内視鏡装置
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　１００　内視鏡本体
　１１０　挿入部
　１１０ａ　基端部
　１１０ｂ　先端部
　１１０ｃ　操作可能部
　１１１　第１照明窓
　１１２　第２照明窓
　１１３　第１観察窓
　１１４　第２観察窓
　１１５　鉗子チャンネル
　１２０　操作部
　１２０ａ　ノブ
　１２０ｂ　導入口
　１３０　ケーブル
　１３５　光学ユニット
　１４０　照明光ファイバー
　１４２　励起光ファイバー
　１５０　撮像素子
　１５２　分光領域
　１５４　撮像領域
　１５６　回路基板
　１６０　分光光学系
　１６２　バンドパスフィルター
　１６４　スリット
　１６６　コリメートレンズ
　１６８　回折格子
　１７０　集光レンズ
　１８０　撮像光学系
　１８２　遮光マスク
　１８２ａ　開口部
　１８４　集光レンズ
　２００　内視鏡プロセッサー
　２１０　制御部
　２１２　メモリ
　２２０　光源部
　２２２　照明光光源
　２２４　励起光光源
　２３０　分光解析部
　２４０　画像処理部
　３００　入力装置
　４００　モニター
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